
壮瞥町のホームページを訪問いただきありがとうございます。 

 
壮瞥町は、例年になく降雪・積雪が多く、平均気温も低く推移し、町民の皆様

には、厳しい冬をお過ごしのことと存じます。 

 
新型コロナウイルス感染症は、国による緊急事態宣言により、全国的に感染者

数は減少傾向にあります。 
 町では気を緩めることなく、国や北海道の方針に沿って感染防止策に取り組

みながら、現時点において、重要な対策であるワクチン接種について、町民の皆

様が円滑に接種できるよう、関係機関と連携し検討を進めております。 
 必要な情報は、適宜、お知らせしてまりますので、ご理解をお願いいたします。 

 
長年にわたるフィンランド国との交流を生かし、1 月 29 日、東京オリンピッ

ク・パラリンピック大会に参加するフィンランド選手団（競歩競技）を応援する

ホストタウンに第 27 次登録として登録されました。 
感染症に配慮しながら、応援や選手との交流を深めるなど、取り組む考えです。 
首相官邸ホームページ 
ホストタウンの第 27 次登録について 
広報そうべつ 2021 年 3 月号 

 
スポーツによる地域振興を目指し、昨年 9 月から、スポーツ庁の助成を活用

し、研修会や体験会、先進地視察など検討を進め、その成果として、2 月 24 日、

そうべつアウトドアネットワークが設立されました。 
スポーツ庁ホームページ 
広報そうべつ 2020 年 11 月号 
 スポーツを核とした地域づくりを推進し、新たなツーリズムによる誘客や雇

用の創出に向け、これからも参画いただいている皆様とともに取り組んでいく

所存です。 

 
3 月 4 日から 12 日まで、第 1 回定例議会が招集、開催されます。 
新年度の町政執行方針などをご説明し、町政への質問や、条例、予算など皆様

の生活に関連する事項が多く提案、審議されます。傍聴やご自宅でインターネッ

ト中継をご覧いただくなど、お願いいたします。 
皆様には、これからもご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 3 年 3 月 1 日 壮瞥町長 田鍋 敏也 



皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 
昨年は、一年を通じて概ね天候に恵まれ、水稲や果樹をはじめ豊穣の年となり

ました。 
その一方で、新型コロナウイルス感染症という未知の脅威に立ち向かう一年と

なりました。 
皆様には、感染防止対策などの新しい生活様式の励行など、気が休まる時がなく、

心労が絶えない一年であったと思います。 
町では、地域経済や社会生活の活性化を図るため、プレミアム付商品券の発行

をはじめ、学校や医療機関等の衛生対策、観光業や飲食業等の事業継続や経営安

定対策等、町独自の施策を展開してきたところでございます。 
経験のない試練の中だからこそ、一人一人が思いやりの心を忘れず、助け合い、

少しでも心穏やかに生活できるよう、そして、当たり前の日常が一日も早く取り

戻せるよう、私どもも最善を尽くしてまいりたいと考えております。 
本年度は「第 5 次まちづくり総合計画」の初年度で、国や北海道の施策を創意

工夫のもとで活用し、町財政の収支改善を最優先に取り組みながら施策を実施

しているところです。 
農業 ICT 研修の開催、担い手の育成・確保対策の強化や温泉源開発の支援や地

域の資源を生かしたアウトドアスポーツによる活性化の検討などとともに、国

土強靭化に向け、基盤整備に取り組むなど、一歩ずつ着実にまちづくりを推進し

ているところでございます。 
感染症により、「密の回避」から「疎の活用」という田園や田舎の価値が見直

されています。 
こうした動きを捉え、人材や企業誘致に努めるとともに、産業の振興、子育て支

援をはじめ、懸案である公共施設の再編などに取り組み「笑顔あふれる元気なま

ち〜そうべつ〜」を創っていく所存ですので、暖かいご支援とご協力をお願いい

たします。 
感染症対策に引き続きご協力をお願いいたしますとともに、効果的な対策を適

時適切に実施し、町民の皆様と心を一つにして、この難局を乗り越えていく所存

です。 
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。 

 
令和 3 年元旦 壮瞥町長 田鍋 敏也 



壮瞥町のホームページを訪問いただきありがとうございます。 

 
新型コロナウイルス感染症が拡大する中、皆様には大変な日々をお過ごしの

ことと存じます。 
これまで、町内での感染者の確認はありませんが、引き続き、感染防止対策にご

協力をお願い申し上げます。 

 
スポーツイベント、昭和新山国際雪合戦は、全国的な感染拡大傾向の中、実行

委員会では、11 月 20 日、来年 2 月の大会の中止を決定しました。誠に残念では

ありますが、スポンサーの皆様、愛好家の皆様はじめ、支援をいただいている全

ての皆様に、ご理解を賜りますようお願いいたします。 

 
今年は概ね天候に恵まれ、農産物の収穫は平年作以上のものが多く安堵して

おります。 
 本町には、胆振管内唯一の町立の農業高校、北海道壮瞥高等学校があります。 
 農産物の生産、加工、流通を学び、地域産業の担い手を育てています。 
 生徒が、丹精込めて生産した「りんごとりんごジュース」を箱詰めにした、ふ

るさと応援寄附金の返礼品がこのたび完成しました。生徒たちの活動を応援し

てください。 

 
コロナ禍、「密の解消から疎の活用」という新たな視点で、地方に注目が集ま

っています。 
 本年度、着任した「地域おこし協力隊」4 名が、ホームページや SNS（Facebook、
Instagram）で情報発信に取り組んでいます。移住のページとともに訪れてみて

ください。 

 
感染症対策は、長く難しい道のりです。今後も国や北海道の支援策と独自の施

策を検討、展開し、町民の皆様の安全で安心な暮らしを守り、ともに乗り越えて

いく所存です。 

 
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 2 年 12 月 1 日 壮瞥町長 田鍋 敏也 

 

 

 



壮瞥町のホームページを訪問いただきありがとうございます。 

 
道内では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続いており、胆振管内や近

隣でもクラスターが発生しています。 
 北海道は、12 月 11 日(金)までとしていた「集中対策期間」を来年 1 月 15 日

(金)まで 1 か月、再延長し、道民の札幌市との往来自粛、多人数や長時間の飲食

の自粛などを求めています。 
【北海道のページリンク】 
町民の皆様にも 
・札幌市など感染が拡大している地域への不要不急の往来を控える 
・部屋の換気と加湿の実施 
・新北海道スタイルを実践している施設を利用する 
・買い物は混んでいる時間帯を避け、できるかぎり少ない人数で行く 
など、コロナ感染症を拡大させないようご協力をお願いします。 
 これからは、インフルエンザの流行も懸念されます。 
手洗いの徹底、マスクの着用といった基本的な感染予防策の徹底をお願いしま

す。 
 一人一人の行動が感染拡大の防止につながります。 
 感染症対策は、長く難しい道のりです。今後も国や北海道の支援策と独自の施

策を検討、展開し、町民の皆様の安全で安心な暮らしを守り、ともに乗り越えて

いく所存です。 
 ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 2 年 12 月 14 日 壮瞥町長 田鍋 敏也 

 



壮瞥町のホームページを訪問いただきありがとうございます。 
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、皆様には大変な日々をお過

ごしのことと存じます。 

 
本町は、年間 200 万人の方が来訪する観光地ですが、コロナの影響で、本年

1 月から 7 月まで町全体の入込は 38 万人で対前年同期比 66％の減、宿泊は 8 万

人で 43％の減となっております。 

 
9 月以降実施した「ビジット昭和新山キャンペーン」は、好評につき、10 月

14 日で完了しました。 
 多くのご利用に感謝申し上げます。 
 昭和新山地区の 9 月の入込は、一般乗用車が対前年 24％減まで改善し、加え

て、ウポポイを訪問した修学旅行生の来訪など、回復傾向にありますが、団体の

お客様が戻っておらず厳しい状況は継続しています。 

 
農産物直売所や観光施設でもご利用いただけるプレミアム商品券（5,000 円で

8,000 円分）も継続して販売しておりますで、皆様には、ぜひご利用ください。 

 
ふるさと納税（応援寄附金）にも力を入れておりますので、応援をよろしくお

願いします。 

 
コロナ禍にあって「密の解消から疎の活用」という新たな視点で、地方に注目

が集まっております。 

 
本年度、着任した「地域おこし協力隊」4 名が、それぞれの経験を生かし、活

躍いただいており、ホームページや SNS（Facebook、Instagram）で発信され

ています。移住のページとともに訪れてみてください。 

 
感染症対策は、長く難しい道のりです。 

国や北海道の支援策と町独自の施策を展開し、町民の皆様の安全で安心な暮ら

しを守り、この難局を、ともに乗り越えていく所存です。 
 ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 2 年 10 月 21 日 壮瞥町長 田鍋 敏也 

 



壮瞥町のホームページを訪問いただきありがとうございます。 
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、皆様には大変な日々をお

過ごしのことと存じます。 
 本町では、毎週月曜日、対策本部会議を継続して開催し、国や道、町内の情勢

を踏まえ、対策を検討しているところです。 

 
本町は、年間 200 万人の方が来訪する観光地ですが、コロナの影響で、本年

1 月から 7 月まで町全体の入込は 38 万人で対前年同期比 66％の減、宿泊は 8 万

人で 43％の減となっております。 

 
9 月以降、修学旅行生などの予約が入ってきていると明るい情報もあります

が、回復には相当の期間を要すると考えています。 

 
9 月以降、「ビジット昭和新山キャンペーン」や「プレミアム商品券」の発行

などによる経済対策とともに、子育て世帯への支援などに幅広く取り組むこと

としております。 
 事業の大要は、9 月号特集（2～7 頁）をご覧ください。 

 
コロナ禍にあって、「密の解消から疎の活用」という新たな視点で、地方に注

目が集まっております。 

 
本町では、本年度、新たに地域おこし協力隊 4 名（農業おこし 2 名、魅力お

こし 1 名、地域おこし 1 名）に着任していただきました。 
 都市部で活躍されていた皆さんと、新たな出会いと縁が生まれたことを大変

うれしく思っており、協力隊の皆さんには、これまで培ってこられた力と経験を

最大限生かし、ご活躍いただくことを期待しています。 

 
協力隊は、ホームページや SNS（Facebook、Instagram）で、積極的に情報

発信されています。移住のページとともに訪れてみてください。 

 
感染症対策は、長く難しい道のりです。 
国や北海道の支援策と町独自の施策を展開し、町民の皆様の安全で安心な暮

らしを守り、この難局を、ともに乗り越えていく所存です。 
 ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 2 年 9 月 1 日 壮瞥町長 田鍋 敏也  



壮瞥町のホームページを訪問いただきありがとうございます。 
全国的に新型コロナウイルス感染症の感染者数が増加しており、皆様には大

変な日々をお過ごしのことと存じます。 
7 月には、近隣においても検査陽性者が確認されました。本町では、気を緩め

ることなく、毎週月曜日の課長会議の後に、対策本部会議を開催し、国や道、町

内の情勢を踏まえ、対策を検討、推進しているところです。 

 
本町は、洞爺湖、有珠山、昭和新山と豊富な温泉を有し、年間 200 万人の方

が来訪する観光地ですが、団体や外国人観光客の入込が回復するまで、厳しい見

通しをもっております。 
町では、国の地方創生臨時交付金を活用し、壮瞥町に来ていただき、観て、体

験して、食を楽しんでいただくため、経済対策を実施すべく 8 月 6 日に開催さ

れた第 4 回臨時議会で補正予算を提案し、可決していただきました。 
今回は、商工業の振興、地域経済活性化事業に加え、農業の分野においても活性

化や長年の懸案、課題解決に向けた事業に取り組むとともに、子どもたちの健や

かな成長を願い、子育て世帯への支援も盛り込むなど、幅広い分野で、地域全体

の持続化、活性化に資する事業を提案したところです。 
主な事業の大要は、こちらをご覧ください。 
 第 4 回臨時会提案の事業概要 
現在、関係機関と最終調整中で、順次、ホームページや広報でお知らせしてい

く所存です。 
感染症対策は、長く難しい道のりです。国や北海道の支援策と、町独自の施策

を展開し、町民の皆様の安全で安心な暮らしを守り、この難局を、町民の皆様と

心を一つにして、ともに乗り越えていく所存です。 
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 2 年 8 月 7 日 壮瞥町長 田鍋 敏也  



町民のみなさまへ 

 
皆さまには、新型コロナウイルス感染症の影響の長期化で大変な日々をお過

ごしのことと存じます。「新しい生活様式」の実践などにご理解とご協力をいた

だいておりますことに、感謝申し上げます。 
6 月 12 日、国の第 2 次補正予算が成立し、6 月 18 日には、北海道の感染症対

策本部から「新北海道スタイル」の実践による外出の自粛や移動制限等の段階的

な緩和の方針が示されました。町では、これらの方針に沿って、対策を十分に行

いながら、町主催の事業や会議を開催していくこととしております。 
感染症対策は、長く難しい道のりです。国や北海道の支援策と、町独自の施策

を展開し、町民の皆様の安全で安心な暮らしを守り、地域経済の再生に向け、取

り組んでいく所存です。重ねてご理解とご協力をお願いいたします。 
影響の長期化が懸念されており、今後も必要な対策を実施し、町民の皆様と心

を一つにして、ともに乗り越えていく所存です。ご不明な点、お気づきの点は役

場までご連絡ください。 
ご不明な点、お気づきの点は、役場（電話：0142-66-2121）までご連絡くださ

い。 
令和 2 年 7 月 1 日 壮瞥町長 田鍋 敏也  



町民のみなさまへ 

 
皆様には、大変な日々をお過ごしのことと存じますが、新型コロナウイルス感

染防止対策へのご協力にお礼を申し上げます。 
緊急事態宣言が 5 月 25 日に解除されましたが、再び感染が拡大しないよう、

感染防止対策の徹底を引き続きお願いいたします。 
町では、国の特別定額給付金を 5 月 28 日までに 87％、1,158 世帯へ支払いを

完了させるとともに、町独自の経済対策や国の支援制度を活用していただくた

め、担当者の事業所訪問等、切れ目なく取組を実施しています。 
影響の長期化が懸念されており、今後も必要な対策を実施し、町民の皆様と心

を一つにして、ともに乗り越えていく所存です。ご不明な点、お気づきの点は役

場までご連絡ください。 
新型コロナウイルス感染症に関する支援制度はこちらからご覧ください。 

 
令和 2 年 6 月 1 日 壮瞥町長 田鍋 敏也  



町民の皆様へ 

 
政府は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、「緊急事態宣言」を発出し、

北海道においては、4 月 8 日から 5 月 6 日までを「集中対策期間」としてこれ

まで取り組んできたことを確認し、徹底することとしております。 
北海道内では、2 月以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が継続し、町

民生活に大きな影響を及ぼしており、これまで経験したことのない極めて異例

な事態に強い危機感を抱いております。 
これまでのところ、本町では、学校の休業や各種行事、イベントの中止、延期

等といった行動自粛に町民の皆様のご理解とご協力を得られたことなどから、

現段階で感染者は確認されておりませんが、入国規制や外出自粛要請などによ

り、観光業・飲食業等を中心に甚大な影響を受けております。 
町では、その対策として、 
・国会議員や北海道への要望活動 
・北海道や関係機関との連携強化と国、北海道等の情報収集 
・町内事業者の皆様には、影響の的確な把握と支援制度を紹介 
・飲食業者支援のため、町・教職員等による弁当購入の奨励 
などを実施してまいりました。 
こうした取組に加え、深刻な影響を受けている事業者や町民の皆様を対象に、

緊急対策として、国の対策に加え、町の独自事業で「生活支援・緊急経済対策」

を実施し、町民の皆様とともに目的と心を一つにして、この難局を乗り越えてい

く所存です。 
全道、全国各地の状況を見ても全く油断はできない状況であり、今後も気を緩

めることなく、全町をあげて感染対策に全力で取り組んでまいりますので、町民

の皆様には三つの密（密閉・密集・密接）を避けるなど、高い危機感を持ち、手

洗いや咳エチケットの徹底等、感染予防に努めていただきますようお願いいた

します。 
自宅で、ご家族と共にする時間が多くなることと思いますが、平穏な日常が 1

日でも早く戻ることを願い、どうか穏やかにお過ごしください。 

 
令和 2 年 5 月 1 日               

壮瞥町新型コロナウイルス感染症対策本部   
本部長 壮瞥町長 田鍋 敏也  



新型コロナウイルスの感染が全国的に拡大しております。 
本町では、2 月 5 日以降、課長会議で対策を協議し、感染拡大防止の観点から 2
月 22 日、23 日に開催予定だった第 32 回昭和新山国際雪合戦を中止することと

しました。 
2 月 25 日には、壮瞥町新型コロナウイルス感染症対策会議を設置し、現在まで

7 回の会議で様々な対応を協議、決定しております。 
全国的に感染拡大は継続しており、体調管理、毎朝、熱を測るなど健康チェック、

石けんによる手洗いや消毒液等による消毒、咳エチケットに努めていただくよ

うお願いします。 
昨年 4月の町長選挙で掲げた公約に基づき、町が持続的に発展していく上で、

解決しなければならない課題に、黒崎副町長、谷坂教育長、職員の皆さんととも

に向き合い、11 か月、町政運営を行ってまいりました。 
「地域の宝」である子どもたちへ、着実にこの町を継承していくことを基本と

して、 
・公正で公平な町政 
・町民の皆様とともに歩む町政 
・課題解決に果敢にチャレンジする町政 

を信条として「明るく元気なまち壮瞥町」の実現に向けて、全力で取り組む所存

ですので、引き続き、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
新年度は、第 5 次まちづくり総合計画がスタートします。 
策定に当たっては、第 4 次計画の評価、検証を行うとともに、課題を洗い出

し、 
・町民の皆様と課題を共有し、意見交換の場を可能な限り設け 
・具体的で実効性のある計画とする、などを基本的な考え方として、策定作業

を行い、去る 3 月の定例会で議決をいただきました。 
計画の初年度となる新年度は、財政収支の改善に取り組みながら、将来像「夢・

希望へチャレンジ 笑顔あふれる元気なまち そうべつ」をめざし、必要な施策

や事業を順次、計画的に推進する所存です。 
収支改善に向けた取り組みとして「ふるさと納税」サイトの充実を図っており、

令和元年度は、4,000 万円を超え、過去最高額となりました。 
全国各地からたくさんの応援をいただき、心からお礼を申し上げます。 
新年度においても引き続き、将来の社会資本整備が安心して展開できるよう

財政の健全化に向け、全庁的に取り組む所存です。 
皆様には、これからも温かいご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
令和 2 年 4 月 壮瞥町長 田鍋 敏也 


